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埼玉県美里町塚本山古墳群の消長とその背景
はじめに
　全国の古墳数約16万基の大部分は古墳時代後～終末期（６・７世紀）の小型円墳で、その多く
は「古墳群」の形態を取り、密集する場合は「群集墳」と呼ばれる。墳丘形態や規模が被葬者の
系譜や格式を表象しているとする見解（都出1992）に従えば、前方後円墳等の大型古墳同様、小
規模古墳には下位階層の動向が表象されておりその動態研究に重要である。
　「北武蔵」は、ほぼ現在の埼玉県域にあたる地域で、荒川水系に係る領域と利根川及び古利根
川右岸水系に係る領域で、律令期の武蔵国のほぼ北半分域である。所在する古墳数は約4,700基
（そのうち前方後円（方）墳は約100基）で、大多数は古墳時代後半期の小規模円墳である（埼玉
県教育委員会1994）。ここには畿内の数百基を超える規模には及ばないが100基を超える規模の群
集墳がいくつか所在し、県北の塚本山古墳群はその一つで（第１図）、筆者はかつて北武蔵地域
の群集墳の消長パターンを検討した際に同古墳群を取り扱った（杉﨑1989）。塚本山古墳群は構
築数がほぼ把握され、部分的ではあるが発掘調査でまとまった数の横穴式石室の様子が判明して
いる群集墳の一つである。本稿では同古墳群のプロフィールを整理した上で、前稿で果たせな
かった横穴式石室の型式変化を検討して、古墳群の消長をより明確化し、その背景を考えてみた
い。
１　塚本山古墳群のこれまでの調査と研究及び課題
（１）分布調査と試掘調査
　塚本山古墳群はその大部分が現在の児玉郡美里町下児玉に所在しており、埼玉県遺跡地図（埼
玉県教育委員会1975a）・同遺跡地名表（埼玉県教育委員会1975b）では美里町No.280遺跡として
登録されている。児玉郡の古い地理歴史書である『武蔵國兒玉郡誌』には所在地に当たる「東兒
玉村下兒玉字中山」に円墳が「丘腹林中二十余基散列」（小暮1927）して須恵器や刀剣、勾玉な
どが見つかっている旨の記録がある。
　埼玉県立本庄高等学校考古学部（以下、本庄高校考古学部と略す。）が1974・75年に行った分
布調査での古墳の分布状況が第２図で、175基（周溝墓２基を含む）の所在が報告されており（本
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第１図　北武蔵の主要古墳群と横穴墓群
塚本山古墳群 
埼玉県  
No. 古墳群 所在地 No. 古墳群 所在地
1 埼玉古墳群 行田市埼玉ほか 26 善能寺古墳群 坂戸市善能寺
2 酒巻古墳群 行田市北河原 27 石井古墳群 坂戸市石井、片柳新田
3 樋遣川古墳群 加須市上樋遣川 28 下小坂古墳群 川越市下小坂
4 塚内古墳群 春日部市内枚 29 南大塚古墳群 川越市豊田本
5 十三塚古墳群 蓮田市閏戸 30 箕田古墳群 鴻巣市箕田
6 目沼古墳群 杉戸町目沼 31 新屋敷･生出塚古墳群 鴻巣市新屋敷、東
7 青柳古墳群 神川町新宿ほか 32 馬室古墳群 鴻巣市原馬室
8 旭･小島古墳群 本庄市小島､下野堂 33 川田谷古墳群 桶川市川田谷
9 塚合古墳群 上里町七本木ほか 34 側ヶ谷戸古墳群 さいたま市大宮区三橋四丁目
10 長沖古墳群 本庄市児玉町高柳ほか 35 大久保古墳群 さいたま市桜区塚本ほか
11 生野山古墳群 美里町下児玉 No. 横穴墓群名 所在地
12 塚本山古墳群 美里町下児玉ほか A 吹上横穴墓 和光市吹上
13 広木大町古墳 美里町広木 B 滝之城横穴墓 所沢市柳頼
14 大堺古墳群 皆野町国神 C 北秋津横穴墓 所沢市北秋津
15 飯塚･招木古墳群 秩父市寺尾､尾田 D 川崎横穴墓 ふじみ野市福岡
16 大野原古墳群 秩父市大野原 E 山下横穴墓 川越市岸町
17 小前田古墳群 深谷市小前田ほか F 吉見百穴横穴墓 吉見町黒岩
18 黒田古墳群 深谷市黒田 G 黒岩穴墓 吉見町北吉見
19 三ヶ尻古墳群 熊谷市三ヶ尻 H 十郎横穴墓 鳩山町赤沼
20 鹿島古墳群 深谷市本田ほか I 鳥木横穴墓 鳩山町須江
21 中条古墳群 熊谷市中条 J 熊瀬ヶ沢横穴墓 鳩山町熊井
22 三千塚古墳群 東松山市花の木､雷原ほか K 比丘尼山横穴墓 東松山市大谷
23 月輪古墳群 滑川町月輪 L 天神山横穴墓 滑川町山田
24 柏崎・古凍古墳群 東松山市柏崎､古東 M 尾根横穴墓 嵐山町古里
25 諏訪山古墳群 東松山市西本宿
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庄高校考古学部1978）、その後、２基（73・77号墳）から B種ヨコハケを有する埴輪を採集して
いる（山川1981）。
　一方、早稲田大学考古学研究室は塚本山丘陵が校地となっていることから塚本山古墳群を対象
に1985、94～96年に15基についての測量調査を実施している。古墳１基と古墳時代前期の周溝墓
１基が新たに発見され、B種ヨコハケ埴輪発見の上記77号墳隣接地で同種の埴輪を採集している
（藤川・水野1995、菊池他1996・1997、早稲田大学文学部考古学研究室1998）。
　早稲田大学の調査と後述する県教育委員会の発掘調査での発見を合わせると現状の確認基数は
176基（うち古墳時代前期の周溝墓10基）となる。墳丘が失われたであろう古墳の存在を２～３
割程度は考慮すべきであろうから、実態としては全体で200を超える基数が推定できよう。
（２）発掘調査
　東京と新潟方面を結ぶ関越自動車道が塚本山丘陵の西部を貫通することに伴い、幅60～85ｍ長
さ約200ｍの用地内を埼玉県教育委員会（担当者：増田逸朗ほか）が1974・75年に発掘調査を実
施した。墳丘が遺存せず表土除去後に石室が発見されたものがあり、最終的には古墳時代前期の
方形周溝墓９基と古墳時代後期の29基の円墳が調査された（埼玉県教育委員会1977）。
　建設工事で消滅したが、部分的とはいえ個々の古墳について、分布調査や測量調査以上の考古
学的情報が得られ、その実体が明確となった意義がある。
　この他に埼玉県教育委員会調査区の隣地で児玉町遺跡調査会が古墳の周溝状の遺構を発見して
いる（児玉町遺跡調査会1988）。
0 200m 
第２図　塚本山古墳群の分布
（点線は関越道に関連する埼玉県教育委員会調査範囲、赤色は埴輪を伴う古墳。埼玉県立本庄高等学校考
古学部1978　より作成）
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（３）研究の状況と課題
　埼玉県教育委員会の発掘調査報告書では調査担当の増田逸朗らにより横穴式石室や出土土器の
基本的な検討が行われ（埼玉県教育委員会1977）、増田はさらに児玉郡と群馬県藤岡市とその周
辺に分布する、塚本山古墳群の横穴式石室と同種の石室を集成して編年を行った（増田1996）。
　早稲田大学の調査を総括して余語琢磨が塚本山古墳群の変遷を土器と埴輪の年代を基軸に横穴
式石室の時間的序列を考えている（余語1999）。
　以上の研究で古墳群の消長時期についてはほぼ一致を見ているが、古墳群の築造の趨勢の明確
化が課題として残されている。埼玉県教育委員会が調査した横穴式石室群は同一古墳群内で横穴
式石室の変遷が追求できる数少ない資料であり、本稿では群構成等基礎的な事項の検討に加え、
構築時期を端的に示すこれらの横穴式石室をその玄室平面の型式変化に着目して検討し、古墳群
の消長をより明確に示したい。
２　古墳群の概要
（１）地理的環境
　塚本山古墳群は児玉郡美里町下児玉（一部は本庄市児玉町下浅見）の塚本山丘陵に立地する。
この丘陵は上武山地東方に遊離した丘陵で、南北幅は約130～300ｍ、東西は約1,200ｍと、東西
に細長く、最高部は周囲の沖積面との比高差は約22ｍ、西部は北側に所在する大久保山丘陵と連
結している。
　丘陵の南側を流れる小山川は身馴川とも呼ばれる利根川の支流で、西方の秩父郡皆野町北部の
上武山地（女岳）に源を発し、下流では深谷市北部を流れ、熊谷市間々田で利根川と合流する。
上流域に三波川変成岩類の入手が容易な場所があると思われ、切り出して扁平に加工した石材や
河原石を横穴式石室の天井や奥壁等の主要部材に使用した古墳が数多く所在する地域である。
（２）歴史的環境
　第３図はその位置と周辺の主要遺跡を示した埼玉県教育委員会の遺跡分布地図である。
　古墳時代を通じた周辺の古墳の築造状況を概観すると、前期では主軸長が50ｍを超える規模の
前方後方墳や前方後円墳が散在しており、低墳丘の前方後方型周溝墓は方形周溝墓と共に塚本山
古墳群中でも発見されており（埼玉県教育委員会1977）、中期には際だった規模の前方後円墳は
築造されいないが、直径60ｍ規模の大型の円墳の築造が見られる。
　後期には児玉郡内に20基以上の前方後円墳が知られている。主軸長約58ｍの美里町生野山銚子
塚（本庄高校考古学部1975）及びほぼ同規模の16号墳（菅谷1984）はそれぞれ６世紀前葉と中葉
頃とされている。その他は50ｍ以下で、帆立貝式を含め前方後円墳が散見されるが広域首長墓と
見なされるような100ｍクラスの大型前方後円墳の築造は見られない。
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　群集墳は塚本山古墳群の南を流れる小山川上流約2.5㎞付近の左岸丘陵上に前方後円墳である
上記生野山銚子塚古墳と70基以上の円墳で構成される生野山古墳群や同じく上流約3.8㎞の右岸
自然堤防上に、前方後円墳を含み、円墳を主体とする120基以上の広木大町古墳群（埼玉県遺跡
調査会1980）、下流約２㎞の左岸に円墳60基以上の西五十子古墳群（本庄市教育委員会2007）が
所在している。
　児玉地域では古墳時代の集落遺跡は５世紀後葉以降に発見例が急激に増加する。塚本山丘陵周
辺ではその北側の沖積地に古墳時代前期から奈良・平安時代まで継続的に営まれた集落跡が発見
され、塚本山古墳群の被葬者の集落の候補である。
　大久保山丘陵の北東裾の宥勝寺裏埴輪窯跡群では登り窯５基が検出されている。出土した埴輪
第３図　塚本山古墳群と周辺の遺跡（埼玉県教育委員会HP・埼玉県埋蔵文化財地図より作成）
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75 下田遺跡 (古墳時代後期集落 )  111･112 大久保山遺跡 (歴史時代集落 )  116 宥勝寺裏埴輪窯跡 (古墳時代後期埴輪窯跡 )
118 前山 2号墳 (古墳時代前期円墳 )  120 公卿塚古墳 (古墳時代中期円墳 )  172 前山 1号墳 (古墳時代前期前方後円墳 )
280 塚本山古墳群
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の特長から６世紀後半代の操業時期が推定されていて、塚本山古墳群への供給関係を持つ可能性
が高い（本庄市教育委員会2003）。
３　群構成の検討
（１）地形による支群の把握
　塚本山丘陵は比較的なだらかで、解析谷の極端な嵌入もみられない。そこで、カシミールの高
低差を強調した地形図上に本庄高校考古学部による塚本山古墳群の分布図を投影してみると、地
形的な分布状況を鮮明にすることができる。（第４図）
　大まかな支群（大支群）としては西部（第Ⅰ群）、中間部（Ⅱ群）、そして東部（Ⅲ群）の３つ
にグルーピングが可能であろう。これは丘陵が２つの解析谷の形成により自然地形で３つのエリ
アに分けられることによる。第Ⅰ群では丘陵最高位部分から南側が緩斜面地形となって、丘陵裾
部分まで古墳群が築造され、北側斜面にはほとんど築かれていない。一方、第Ⅱ・Ⅲ群の分布す
る地形は丘陵上部が比較的平坦な地形となっており、その部分を中心に古墳が築造されている。
第Ⅰ群と同様に北側斜面と南側の裾の段差・急勾配の部分には築造されていない。
　第Ⅰ群を構成する古墳数は約70基で、方墳とされるものがあるが確証がなく、発掘調査によっ
ても周溝が明確に円形に検出できないものも多い。本庄高校考古学部の分布調査（本庄高校考古
学部1978）及び埼玉県教育委員会の発掘調査（埼玉県教育委員会1977）の成果によると、このう
ち直径20ｍを超えるものが８基あり、うち４基は25ｍを超える。このエリアには埼玉県教育委員
会の発掘調査の際に周溝墓が９基発掘調査され、早稲田大学の試掘調査で１基（藤川・水野
1995）、合計10基が検出され、古墳時代前期に周溝墓が築造される墓域があったことがわかって
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0 200m
第４図　塚本山古墳群の群構成（カシミールに埼玉県立本庄高等学校考古学部の分布図を重ねて作成）
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第５図　塚本山古墳群における埼玉県教育委員会の調査区と小支群の構成
（埼玉県教育委員会1977付図より作成）
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いる。
　第Ⅱ群は約30基の円墳の構成で、このうち20ｍ超のものが１基ある。７基から埴輪が採集され
ており、B種ヨコハケのある埴輪が採集された古墳もこの群に含まれている（本庄高校考古学部
1978、山川1981）。早稲田大学考古学研究室による試掘調査古墳15基はこのエリアのもので、円
墳２基の新発見があった。（菊池徹夫他1996・1997・1998）
　第Ⅲ群は本庄高校考古学部の分布調査（本庄高校考古学部1978）で70基弱が確認されている。
円墳のみの構成で20ｍを超えるものが４基含まれている。
　以上の古墳の分布状況について、前方後円墳は認められないが各群に比較的大きな円墳が存在
していることが注意される。
（２）横穴式石室による支群内構成グループの分析
　埼玉県教育委員会が発掘調査したエリアでは、面的な調査で多数の横穴式石室が把握されてい
る。そこで、このエリアにおける横穴式石室の最小単位群（＝小支群）の抽出を試みたのが第５
図である。横穴式石室相互の近接状況と横穴式石室の主軸の近似性から a～ f のグループに括っ
てみたものだが、隣接する未調査古墳が加わる可能性がある。１号墳と12号墳は直径が大きく、
調査区の境界に近いためグルーピングから除外しており、両古墳ともと墳丘規模から、複数小支
群の統括的立場の可能性も考えられよう。
　第６図に示したとおり、古墳の規模（周溝内径）は8.5～11.5ｍ付近に集中する傾向が認められ
る。横穴式石室の開口方向は南方を志向し、石室主軸の真北からの時計回り角度は約145°～220°
の範囲である。多くは南南西に開口してバラツキの幅が広く、主軸を特定の目標物に定めたとは
考えにくいが、各小支群で方向をそろえる意識が働いているのは間違いない。
　小支群は小石室を含めると４～６基の構成となる。後述する埴輪や土器の検討からこのエリア
第６図　塚本山古墳群の墳丘規模（直径）の分布（左）と横穴式石室の開口方向
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の石室の築造時期は６世紀後葉から７世紀後葉頃と考えられるので、単純計算では20～30年に１
基のペースで、開口方向や築造標高をそろえながら小支群を形成していったことがうかがえる。
４　出土遺物の分析
　後述する横穴式石室の時期決定の根拠となる出土遺物のうち、埴輪及び須恵器について検討し
ておくことにする。
（１）埴輪の検討（第８図）
　埴輪は基本的に古墳の築造時期を決定する資料であるが詳細な序列を検討するには個体が少な
すぎるが、時期決定の一つ目安なので確認しておきたい。
　本庄高校考古学部の分布調査の73号墳（早稲田大学の測量・試掘調査の45号墳）と77号墳付近
で表採された埴輪片に B種ヨコハケの認められるものがあった。器表面に最終調整で残る B種
ヨコハケは川西宏幸による埴輪編年の第Ⅲ・Ⅳ期のメルクマールであるが、北武蔵域で明確と
なっている B種ヨコハケ埴輪のほとんどがⅣ期に所属する事実から、これらも５世紀後半代の
ものと理解しておきたい。ちなみに周辺では本庄市長沖古墳群中の第14号墳（本庄市教育委員会
2012）や同市旭・小島古墳群中の上前原５号墳（本庄市教育委員会2004）等から同種の特長を持
つ埴輪が出土している。
　埼玉県教育委員会の調査で埴輪の出土が報告されているのは１号、15号、17号墳の３基で、１
号墳の円筒埴輪は小型の普通円筒と朝顔形円筒があり石室前庭部から、普通円筒は最下段がやや
幅広で底部外面に板状工具による押圧痕がある。いわゆる「底部調整」（川西1978）を有する北
武蔵域に特徴的な埴輪として６世紀後半代の年代が与えられている。
　15号墳の周溝からは大型の多条凸帯の円筒埴輪がつぶれた状態で連なった状況で出土しており、
周溝底の墳丘側に沿うように出土している。５条以上の凸帯を有し、最下位の凸帯が低い位置に
ある特長を有し、北武蔵域にあってはこれも６世紀後半代の特長としてよいだろう。このほ
　17号墳からは埴輪片の出土が報告されているが、実見したところ15号墳の大型円筒と接合関係
にあることが確認され、15号墳からの移動の可能性を捨てきれない。
　このほか、本庄高校考古学部の分布調査と早稲田大学の試掘調査に係る埴輪は何れもⅤ期＝６
世紀代としてよいだろう。
（２）出土須恵器の検討（第８図）
　土器については、横穴式石室では追葬が行われるのが基本である以上、初葬時のもと判断でき
ない限り構築時期の決定資料となり得ないので、時期の根拠とするには幅を持たせて考えねばな
らない。ここでは埼玉県教育委員会の発掘調査で出土した須恵器について検討するが、須恵器の
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年代基準としては陶邑古窯跡編年（田辺ほか1966、田辺1980　以下「陶邑編年」と略）及び飛鳥
編年（西1978）と、湖西古窯跡編年（鈴木2001　以下「湖西編年」と略）等を参考とする。
　形状の判明する須恵器は杯が７号墳と19号墳から、フラスコ形長頸瓶が11号、19号墳から、提
瓶が15号、19号墳から、台付長頸壺が26号、27、29号墳から、短頸壺が15号墳、平瓶が28号墳か
らそれぞれ出土している。
　15号墳出土の短頸壺は陶邑編年ではそのⅡ期でほぼ見られなくなるとされるもので、提瓶は球
形に近づいた胴部でフラスコ形長頸瓶への過渡的形態を呈しており、短頸壺よりは時期を下げて
考える要素を持っている。いずれも前庭部出土である。
　19号墳前庭部出土の杯蓋は口径11㎝、高さ3.5㎝、焼成が悪い。その特長から飛鳥編年杯H類
の終末段階（Ⅱ期）に並行する可能性が高く、提瓶やフラスコ形長頸瓶との共伴を考えて矛盾は
なかろう。提瓶は15号墳よりは後出する要素が認められ、フラスコ形長頸瓶も11号墳よりは後出
的要素があるが同時期でもおかしくない。岡林孝作の分類（岡林1994）に従えば11号墳のフラス
コ形長頸瓶は同氏のA１またはB１類、19号墳は C１類で、いずれも７世紀前半代の時期が考え
られる。
　７号墳からは杯蓋と身が出土している。蓋は「かえり」を持つものと持たないものがあり、身
は底部が丸みを持つものと高台のない平底のものがある。新旧の要素が混在するが、いずれも焼
成が甘く軟弱感の特徴のある須恵器のセットと認められるもので一時期にもたらされ墓前祭で使
用された可能性が強い。飛鳥編年Ⅴ期、７世紀末葉～８世紀初葉のセットと考えてよいだろう。
　26、27、29号墳からは台付長頸壺が出土している。脚付長頸壺の系譜につらなる器種で、頸部
に２条の凹線を持つ27号墳のものが形式的に先行し、29号墳がこれに続き、湖西編年Ⅳ期、26号
墳の体部の肩が張る形態は同編年のⅤ期、８世紀に下る時期が考えられる。
　28号墳の平瓶は直口縁で29号墳の台付長頸壺の口縁と類似し、７世紀後半台とみられる。
５　横穴式石室の分析
　塚本山古墳群の消長を検討するうえで重要なファクターである横穴式石室について、埼玉県教
育委員会の発掘調査で形態と規模が明確なものについて検討する。
　埼玉県教育委員会の調査した横穴式石室のほとんどが、玄室に胴張りを有し壁面を小型の扁平
な河原石で積み、その中に大型の河原石を散らすように積んだいわゆる「模様積み」であった。
石室は天井石や壁の大部分を失っているので、玄室の平面形態の変化を分析の視点とした。報告
書の記述と掲載図面をもとに、墳丘規模や出土遺物の情報をふくめて、石室の測定値を第１表に
示した。（表の各古墳の号数は埼玉県教育委員会報告書の呼称である。）
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（１）型式分類案
　第７図は埼玉県教育委員会が発掘調査した各古墳の横穴式石室を玄室の平面形態で分類し、変
遷を考えたものである。玄室の最大幅（b’）が玄室主軸（a）のどの位置にあるのか、また、玄
室長と胴張り傾向の強弱を着眼点として形態分類し、規模により大型、中型、小型石室と小石室
に分類した。
　A類とした１号墳の大型石室は面積が広く胴張りが強い。類似するプランはほかにない。奥
壁幅（b）が広く、玄室最大幅（b’）との比は1.22と比較的低く、a２/a１で示される玄室最大幅
の位置は1.50と玄室主軸の中央から奥壁に寄った位置となっている。
　B類とした17号墳の中型石室も奥壁幅の広いプロポーションを有し、最大幅との比は1.15、最
大幅の位置（a２/a１）は1.55と１号墳と近似した数値を示す。17号墳のみの類型である。A・B
類は玄室長とその最大幅比（b’/a）は0.5～0.59と高い値を示しており、大きさと平面形態で視覚
的差異はあるが数値的に近似している。
　C類の16号墳の小型石室は玄室のほぼ中程に最大幅をもち、奥壁幅と玄室最大幅比（b’/b）が
1.41となっている。玄室長とその最大幅比（b’/a）から B類からの派生を考えた。これも16号墳
のみの類型である。
　D類は B類の玄室主軸長を引き延ばしたプロポーションの一群で19号墳が該当する。19号墳
は17号墳と玄室最大幅がほぼ同じだが、玄室長を引き延ばしたため奥壁幅が17号墳より狭くなっ
ている。ほかに21号墳、22号墳は玄室長もこの類型に含めることができよう。
　E類としたものは13号墳のほか該当するものが４例ある。玄室最大幅はD類よりさらに主軸
中央付近に移動させ、胴張りが強められている。12号墳の石室は大型の墳丘にふさわしく、この
類型である。
　F類は E類の胴張り感をそのままに玄室長と幅を狭めた小型石室の３号墳を代表させた。10、
29号墳等６基が該当し推定を含めると９基がこの類型である。
　G類は玄室が F類とほぼ同規模の小型石室の一群で側壁円弧径を小さくして胴張りを強めた
９号墳を代表させた。ほかに８、25号墳が該当する。
　H類は G類が奥壁と側壁が明確であったのに比べ、それが連続的で境界が不明確で楕円に近
いプランの小型石室である。７号墳１基のみである。
　I 類は長楕円形プランの小石室で34号墳が該当する。大人１名を伸展埋葬すると玄室空間がほ
ぼいっぱいになってしまう小石室で、伸展葬だと単次葬でしか使用できない。改葬用あるいは小
児用石室の可能性も考えられるが判断材料がない。遺存の悪い35号墳もこの類型であろう。
　なお、人骨を出土する石室が多いが保存のよいものは皆無で、火葬人骨は検出されていない。
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（２）変遷試案
　次に以上の各類型の変遷を検討してみたい。埴輪が古墳に樹立されるのが概ね西暦600年前後
まで（川西1978）という前提に立てば、分析した石室のうち１号墳のA類を最も古く、６世紀
後葉頃に考えておきたい。そして最も新しい時期の須恵器が出土している７号墳の G類が最も
後出する形態としておさえられるので、他の類型をこの間に当てはめて変遷を考えてみる。
　まず大型石室としたA類は中型、小型石室に同型のものを見いだせず、単発的に採用された
形態であろう。E’類は中型E類のスケールアップ版でE類との並行関係を考えておくべきだろう。
　中型石室では17号墳の B類はA類との数値的親縁性を認めて、時期的にA類と近い時期を想
定してもおかしくないと考えられるが、埴輪を持たない可能性が高くA類よりは若干後出する
ものと考えておきたい。D類は B類の玄室長を増大させた形態で、玄室最大幅の位置を中央か
らやや奥壁寄りに維持しており、B類の次型式と認められる。そして最大幅がほぼ中央にあり胴
張り傾向を強めた E類への変遷が考えられる。D類19号墳は須恵器杯を根拠に７世紀中葉に位
置付けられれば、B類が７世紀前葉頃、E類は７世紀中葉から後半に考えられよう。
　小型石室の C類は玄室長と幅の比率において B類との近縁性があるが、最大幅が玄室中央に
ある点は後出する要素である。F 類は E類の玄室長・幅を短くした形態で、E 類からの変遷を
考えてよいだろう。さらに G類→H類へは F類玄室の円形化と奥壁の形骸化への７世紀後半代
での変遷と理解できる。
　I類とした34号墳の石室はG類とした９号墳と位置的近縁性があり、同じく小石室の35号墳は
F類とした18号の近くに造られているので、７世紀後半台以降の時期を考えて間違いない。
６　古墳群の消長とその背景
　塚本山古墳群は、まず５世紀の後葉段階に B種ヨコハケを有する埴輪を樹立した本庄高校考
古学部73号、77号墳などの築造で生起し、６世紀を通じて埴輪を有する古墳が築造されていった
ものと考えられる。そして６世紀後半代に胴張り横穴式石室が採用され、７世紀後半代にかけて
築造され続けた。築造の最盛期は横穴式石室のうち、E（E’）類やF類の多さから、７世紀中葉
から後半にかかる時期に推定でき、その後は急速に築造が下火となって７世紀末葉頃までには築
造を停止し、追葬も８世紀前葉頃には行われなくなったものとみられる。埴輪や須恵器、横穴式
石室により古墳群の消長を以上のように描けるが、限られたエリアでの資料を根拠にしているの
で、新たな情報により修正される可能性は十分にある。（第８図）
　さて、近藤義郎が岡山県津山市の佐良山古墳群の調査を通じ、群集墳出現の歴史学的解釈を「家
父長的家族の墓であるということが出来る」（近藤1952）と述べたのに対し、西嶋定生は「大和
政権を中心と、する身分秩序の飛躍的拡大が想定される」とし、大和政権の身分制度（カバネ制）
が首長層の統率する階層へも及んだためと考えた（西嶋1961）。その後甘粕健は５世紀段階に生
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起する群集墳の存在が明らかになると群集墳の築造は「自立を強めつつある有力家父長層をいち
はやく自己（＝首長）の支配の体制の支柱として結集するため」に家父長層に与えた政治的特権
の一つである、と論じた（甘粕1966）。今や古典的となった群集墳出現の解釈のうちいずれが妥
当なのか考古学的裏付けは難しいが、塚本山古墳群も古墳を築造できる階層が下方へ裾野を拡大
したことを示しているものとみて誤りなかろう。
　また、白石太一郎が畿内の群集墳を分析して７世紀の第１四半期と、第３四半期の二つの画期
をへて終末を迎えるとする考えを示している。その第１の画期は畿内の代表的な群集墳の高安千
塚古墳群等の築造停止であり、第２の画期は平尾山千塚古墳群等の築造停止や群集墳内で墳丘を
持つ古墳の築造停止で、「天智朝における庚午年籍の作成にみられるような国家による個別人身
支配のための民衆の編成の進行などと関連する一連の政策として理解できる」（白石1982）と論
じている。その後も墳丘を持たない小石室が造られていたが７世紀中には築造を終えて群集墳は
完全に終末を迎えるという。
　白石のこの考えを評価するならば、塚本山古墳群が畿内の大型群集墳よりやや遅れた時期に築
造と追葬も停止していることは、この地域への律令的地方支配の波及を示す現象として理解でき
るであろう。
おわりに
　塚本山古墳群の消長の時期は従来どおりだが、横穴式石室の分析を通じてその築造の盛期が７
世紀中葉から後半にかかる時期にあることを提示した。本稿で示した模様積みの胴張り横穴式石
室の変遷観は、周辺の模様積みでない河原石積で玄室の平面プランが酷似する横穴式石室群に適
用できるものと考えており、それらの分析に有効性を発揮するものと考える。
本稿は2018年12月３日の早稲田大学考古学会研究発表会の内容に加除筆したものです。
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